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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１基板と、第２基板と、前記第１基板及び前記第２基板の間に封入された液晶材料と
が備えられ、
　前記第１基板上には、複数の走査信号線と、前記走査信号線と交差する複数の映像信号
線と、前記走査信号線及び前記映像信号線に電気的に接続された複数のスイッチング素子
と、前記スイッチング素子の各々に電気的に接続されマトリクス状に配置された複数の絵
素電極とが設けられており、
　前記絵素電極の前記走査信号線に沿う方向の長さが、前記絵素電極の前記映像信号線に
沿う方向の長さよりも長い液晶表示装置であって、
　前記第１基板には、前記走査信号線に沿って蓄積容量線が設けられており、
　前記蓄積容量線は、絶縁膜を介して、平面視において前記絵素電極と重なっており、
　前記複数の絵素電極のうちの１つの絵素電極に着目したとき、蓄積容量線は、当該絵素
電極にスイッチング素子を介して電気的に接続されている走査信号線に並設されており、
　当該蓄積容量線は、当該絵素電極の端辺のうち当該走査信号線に臨む端辺を含んで、絶
縁膜を介して、平面視において当該絵素電極と重なっており、
　前記第２基板上には、ブラックマトリクスが配置されており、
　前記走査信号線及び前記蓄積容量線は、平面視において、前記ブラックマトリクスと、
少なくとも一部分が重なっていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
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　前記複数の絵素電極のうち１つの絵素電極に着目したとき、当該絵素電極は、当該絵素
電極に対して前記映像信号線の延伸方向において隣接する絵素電極を駆動するために設け
られた走査信号線と、絶縁膜を介して、平面視において重なっていることを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記複数の絵素電極のうち１つの絵素電極に着目したとき、当該絵素電極は、当該絵素
電極に対して前記映像信号線の延伸方向において隣接する絵素電極を駆動するために設け
られた走査信号線と、絶縁膜を介して、平面視において重なるとともに、平面視において
当該絵素電極の端辺が前記走査信号線を乗り越えていることを特徴とする請求項１に記載
の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記複数の絵素電極のうち１つの絵素電極に着目したとき、当該絵素電極は、当該絵素
電極に対して前記映像信号線の延伸方向において隣接する絵素電極を駆動するために設け
られた走査信号線と、絶縁膜を介して、平面視において重なるとともに、平面視において
当該絵素電極の端辺が前記走査信号線を乗り越えており、
　さらに、前記絵素電極の端辺が前記走査信号線に沿って設けられた前記蓄積容量線と、
平面視において重なっていることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記複数の絵素電極のうち１つの絵素電極に着目したとき、前記絵素電極は、複数の前
記走査信号線のうち、当該絵素電極に対して前記映像信号線の延伸方向において隣接する
絵素電極を駆動するために設けられた走査信号線のみと、絶縁膜を介して、平面視におい
て重なっていることを特徴とする請求項２から４のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記絵素電極は、平面視において、前記映像信号線を覆うように設けられた保護膜上に
形成されていることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記蓄積容量線の上層には、絶縁膜を介して蓄積容量対向電極が設けられており、
　前記蓄積容量対向電極は、前記絵素電極に電気的に接続されており、
　前記蓄積容量対向電極の各端辺は、平面視において、前記蓄積容量線の領域内に設けら
れていることを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記蓄積容量線の上層には、絶縁膜を介して蓄積容量対向電極が設けられており、
　前記蓄積容量対向電極は、前記スイッチング素子のドレイン電極と同材料で形成されて
いることを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記蓄積容量対向電極は、前記スイッチング素子のドレイン電極からの延伸部分である
ことを特徴とする請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記蓄積容量対向電極には、前記蓄積容量線に沿って延伸される、蓄積容量対向電極延
伸部が設けられていることを特徴とする請求項７から９のいずれか１項に記載の液晶表示
装置。
【請求項１１】
　前記第２基板上には、前記第１基板に設けられた各絵素電極に対応する位置にカラーフ
ィルターが設けられており、
　前記カラーフィルターの色は、前記映像信号線の延伸方向において隣接する絵素電極に
対応するカラーフィルターごとに異なっており、
　前記異なる色のカラーフィルターの境界領域には、ブラックマトリクスが配置されてお
り、
　前記蓄積容量線は、平面視において、前記ブラックマトリクスと、少なくとも一部分が
重なっていることを特徴とする請求項１から１０のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
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【請求項１２】
　前記異なる色のカラーフィルターの境界領域と、前記映像信号線の延伸方向において隣
接する絵素電極の境界領域とが、平面視において、少なくとも一部分が重なっていること
を特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記カラーフィルター上には、共通電極が設けられていることを特徴とする請求項１１
または１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記異なる色のカラーフィルターの境界領域において、異なる色のカラーフィルターが
互いに接触しないことを特徴とする請求項１１から１３のいずれか１項に記載の液晶表示
装置。
【請求項１５】
　前記異なる色のカラーフィルターの境界領域において、一方のカラーフィルターに他方
のカラーフィルターが重なることを特徴とする請求項１１から１３のいずれか１項に記載
の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置、なかでも、いわゆる横長絵素電極を有する液晶表示装置に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、表示素子として、液晶表示装置、中でもアクティブマトリクス型の液晶表示
装置が広く用いられている。このアクティブマトリクス型の液晶表示装置は、各絵素にス
イッチング素子が設けられ、このスイッチング素子を制御するために、複数本の走査信号
線と映像信号線とが互いに交差するように設けられている。そして、前記走査信号線と映
像信号線との交点に前記スイッチング素子が設けられている。また、前記走査信号線と映
像信号線とにより画されるおおよそ長方形の領域が絵素とされ、かかる領域に絵素電極が
設けられている。
【０００３】
　（縦長の絵素電極）
　ここで、一般に前記絵素電極は、縦長の形状を有していた。以下、図１６の（ａ）に基
づいて説明する。図１６の（ａ）は、カラー表示が可能な液晶表示装置１０における絵素
１４の配置を示す図である。
【０００４】
　前記図１６の（ａ）に示すように、カラー表示においては、絵素１４は、Ｒ（赤）、Ｇ
（緑）、Ｂ（青）をそれぞれ表示する３種類が設けられる。
【０００５】
　そして、前記Ｒの絵素１４、Ｇの絵素１４、及び、Ｂの絵素１４の３個の絵素１４が一
組となって、１つの画素１６を形成している。
【０００６】
　ここで、前記画素１６は、液晶表示装置１０の観者に対してより自然な映像を表示する
等の観点から、一般的におよそ正方形とされる。そして、多くの場合、液晶表示装置１０
は、横長の長方形であるために、信号線の本数の多い方が前記長方形の長辺に引き出され
るように、前記絵素１４は、縦長形状とされていた。
【０００７】
　具体的には、前記画素１６を縦向きに３分割し、それぞれを、前記Ｒの絵素１４、Ｇの
絵素１４、及び、Ｂの絵素１４として、絵素１４の形状を縦長としていた。これにより、
縦方向の信号線（映像信号線３５）は１個の画素１６について３本、横方向の信号線（走
査信号線３２）は１個の画素１６について１本となる。その結果、長方形の横長の辺に対
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して引き出される信号線の本数の方が、縦辺に対して引き出される本数よりも多くなって
いた。
【０００８】
　また、絵素電極６０は、前記絵素１４のほぼ全域に形成されるため、前記絵素１４の形
状が上述のように縦長になるのに応じて、絵素電極６０の形状も縦長となっていた。
【０００９】
　（横長の絵素電極）
　上記の縦長の絵素電極６０に対して、横長の絵素電極６０を有する構成も提案されてい
る。これは、映像信号線３５の本数を削減して、低消費電力化を図ることなどをその目的
としている。以下、図１６の（ｂ）に基づいて説明する。図１６の（ｂ）は、前記図１６
の（ａ）と同様に、カラー表示が可能な液晶表示装置１０における絵素１４の配置を示す
図である。
【００１０】
　前記図１６の（ｂ）に示すように、横長の絵素電極６０を有する液晶表示装置１０では
、１個の画素１６が、上記縦向きではなく、横向きに３分割され、横長の絵素１４が１個
の画素１６内に３個形成されている。そして、その各々の絵素１４が、前記Ｒの絵素１４
、Ｇの絵素１４、及び、Ｂの絵素１４となっている。
【００１１】
　そして、前記絵素１４の形状が横長になるのに応じて、前記絵素電極６０の形状も横長
となっている。
【００１２】
　そして、上記構成を採ることによって、横方向の信号線である走査信号線３２は１個の
画素１６について３本に増加するものの、縦方向の信号線である映像信号線３５を１個の
画素１６について１本に削減することができる。そのため、一般に走査信号線３２用のド
ライバーよりも電力消費が多く、製造コストの高い映像信号線３５用のドライバーを削減
することができる。その結果、低消費電力化と製造コスト削減とが可能になっている。
【００１３】
　さらに、走査信号線３２用のドライバーの回路構成は、映像信号線３５用のドライバー
の回路構成に比べて複雑ではない。そのため、基板上に走査信号線３２や映像信号線３５
を形成する際に、同じ基板上に回路形成することで、さらなる製造コスト削減も可能であ
る。
【００１４】
　また、走査信号線３２用のドライバーの回路構成は、映像信号線３５用のドライバーの
回路構成に比べて複雑ではない。そのため、ドライバーの実装領域を縮小することができ
、液晶表示装置１０の小型化に貢献することができる。
【００１５】
　また、走査信号線３２用のドライバーの回路構成は、映像信号線３５用のドライバーの
回路構成に比べて複雑ではない。そのため、走査信号線３２用のドライバーの回路と映像
信号線３５用のドライバーの回路を１つのドライバーに形成することも容易である。この
場合、ドライバーの数を削減できるので、液晶表示装置１０の小型化だけでなく、ドライ
バーの実装コスト低減にも貢献できる。
【００１６】
　上記横長の絵素電極を有する液晶表示装置については、例えば下記特許文献１に開示が
ある。
【００１７】
　（特許文献１）
　すなわち、下記特許文献１には、製造コスト低減、低消費電力化を目的として、走査信
号線方向に長い絵素電極を有する液晶表示装置が開示されている。
【００１８】
　ここで、一般にフリッカ等の表示不良を低減させるためには、絵素電極とその絵素を駆
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動する走査信号線との間に発生する寄生容量（Ｃｇｄ）を絵素電極にかかる寄生容量の総
和（Ｃｐｉｘ）に対して小さくする必要がある。例えば、走査信号線の電位が、絵素電極
に接続されたスイッチング素子をオンさせる電位からオフさせる電位へ変化したとき、Ｃ
ｐｉｘ対するＣｇｄの大きさと、走査信号線の電位変動の大きさとに応じて、絵素電極の
電位が変動する。液晶の劣化を防ぐために交流駆動する場合、共通電極に対して絵素電極
の電位が正極側の時と負極側の時で、液晶に印加される電圧が異なると、フリッカや輝度
異常といった表示異常が生じる。そのため、映像信号や共通電極の電位を調節して、前記
電位の変動を補正する必要がある。ここで、前記補正を各階調で行なえない場合や、電圧
の制限から補正値の範囲が限られている場合や、特定のステップ（例えば５０ｍＶきざみ
）でしか実施できない場合には、前記補正を適切に行なえず、表示不良に対するマージン
が少なくなるため、Ｃｇｄはできるだけ小さいことが要求される。さらに、Ｃｐｉｘを構
成する液晶容量と、特に蓄積容量とは大きいほうが好ましい。ここで、液晶容量は前記絵
素電極と前記共通電極との間に液晶材料を介して生じる容量であり、蓄積容量は前記液晶
容量と並列に設けられた容量である。
【００１９】
　この点、下記特許文献１に開示される構成では、走査信号線を乗り越えて絵素電極が配
置されており、液晶材料挟持側への電界を隣接する絵素電極により遮蔽することでＣｇｄ
の低減が期待できる。
【特許文献１】日本国公開特許公報「特開平１１－１６７１２７号公報（公開日：１９９
９年６月２２日）」
【発明の開示】
【００２０】
　しかしながら、例えば上記特許文献１に記載の構成では、上記Ｃｇｄの発生をある程度
抑制することができるものの、その抑制が不十分であるという問題がある。
【００２１】
　すなわち、上記横長の絵素電極では、走査信号線と絵素電極とが近接する距離が長いた
め、前記Ｃｇｄは増大する傾向にある。そのため、上記の絵素電極と走査信号線とを重畳
させる構成のみでは、Ｃｇｄ発生の抑制が不十分であるというものである。
【００２２】
　（蓄積容量）
　また、上記の構成では、液晶分子に所望の電圧が印加されないために、表示品位が低下
しやすいとう問題がある。
【００２３】
　すなわち、上記特許文献１に開示されている、隣接する走査信号線と絵素電極（又は、
絵素電極と接続された電極）とを絶縁膜を介して重ねることで蓄積容量を形成する構成に
おいては、走査信号線の負荷が大きくなり、信号遅延が大きくなりやすい。特に、映像信
号線数を減らして、走査信号線数を増やした場合には、１画面書換えの周波数を落とさな
い限り、走査信号線１本当たりの選択期間は短くなる。そのため、走査信号線の信号遅延
が大きいと、映像信号を絵素電極に書き込むための時間が十分に確保できない。つまり、
絵素電極の電位が所望する値まで到達しない場合があった。そして、かかる電位の未到達
においては、液晶分子を所望の方向に配向させることが困難なため、表示品位の低下を招
いていた。また、特に近年は、高精細化が望まれており、走査信号線は増加する傾向にあ
る。
【００２４】
　そこで、本発明は、前記の課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、開口率の低
下や蓄積容量の低下を抑制しつつ、絵素電極とその絵素を駆動する走査信号線との間に発
生する寄生容量を低減し、表示品位の低下を抑制することができる液晶表示装置を提供す
ることにある。
【００２５】
　本発明の液晶表示装置は、前記課題を解決するために、
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　第１基板と、第２基板と、前記第１基板及び前記第２基板の間に封入された液晶材料と
が備えられ、
　前記第１基板上には、複数の走査信号線と、前記走査信号線と交差する複数の映像信号
線と、前記走査信号線及び前記映像信号線に電気的に接続された複数のスイッチング素子
と、前記スイッチング素子の各々に電気的に接続されマトリクス状に配置された複数の絵
素電極とが設けられており、
　前記絵素電極の前記走査信号線に沿う方向の長さが、前記絵素電極の前記映像信号線に
沿う方向の長さよりも長い液晶表示装置であって、
　前記第１基板には、前記走査信号線に沿って蓄積容量線が設けられており、
　前記蓄積容量線は、絶縁膜を介して、平面視において前記絵素電極と重なっていること
を特徴とする。
【００２６】
　前記の構成によれば、先に説明した横長の絵素電極を有する液晶表示装置において、寄
生容量を低減することができる。以下、説明する。
【００２７】
　前記寄生容量は、絵素電極とその絵素を駆動する走査信号線との間に発生する。そして
、前記横長の絵素電極を有する液晶表示装置では、前記絵素電極と前記走査信号線とが面
する距離が長くなる。そのため、横長の絵素電極を有する液晶表示装置では、前記寄生容
量が多くなりやすい。
【００２８】
　この点、前記構成の液晶表示装置では、走査信号線に沿って蓄積容量線が設けられてお
り、さらに、かかる蓄積容量線は、絶縁膜を介して、平面視において前記絵素電極と重な
っている。
【００２９】
　したがって、前記蓄積容量線が遮蔽導体、言い換えるとシールド電極として作用するた
め、前記絵素電極と走査信号線との間の電界が遮蔽され、その結果、前記絵素電極と走査
信号線との間に容量を形成されにくくする。
【００３０】
　また、前記蓄積容量線は、走査信号線に沿って設けられているため、絵素の開口率を低
下させにくい。
【００３１】
　また、前記蓄積容量線は、前記絵素電極と、絶縁膜を介して、平面視において重なって
いるため、当該絵素電極と蓄積容量線との間に蓄積容量が形成されやすい。
【００３２】
　以上より、上記構成の液晶表示装置は、開口率の低下や蓄積容量の低下を抑制しつつ、
絵素電極とその絵素を駆動する走査信号線との間に発生する寄生容量を低減し、表示品位
の低下を抑制することができる。
【００３３】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記複数の絵素電極のうちの１つの絵素電極に着目したとき、蓄積容量線は、当該絵素
電極に前記スイッチング素子を介して電気的に接続されている前記走査信号線に並設され
ていることが好ましい。
【００３４】
　前記の構成によれば、蓄積容量線が、１つの絵素電極に着目したとき、その絵素電極に
隣接する絵素電極ではなく、当該絵素電極に接続されている走査信号線に並設されている
。
【００３５】
　したがって、前記蓄積容量線が、絵素電極と走査信号線との間の容量発生について、前
記シールド電極としてより機能しやすくなるとともに、前記蓄積容量線を容易に絵素電極
と平面視において重ねることができ、さらには、蓄積容量線を設けることによる開口率の
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低下を抑制することができる。
【００３６】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記複数の絵素電極のうちの１つの絵素電極に着目したとき、蓄積容量線は、当該絵素
電極にスイッチング素子を介して電気的に接続されている走査信号線に並設されており、
　当該蓄積容量線は、当該絵素電極の端辺のうち当該走査信号線に臨む端辺を含んで、絶
縁膜を介して、平面視において当該絵素電極と重なっていることが好ましい。
【００３７】
　前記の構成によれば、蓄積容量線は、絵素電極の端辺のうち走査信号線に臨む端辺を含
んで、絵素電極と重なっている。言い換えると、絵素電極は、前記蓄積容量線を越えて、
走査信号線側にはみ出していない。
【００３８】
　したがって、前記蓄積容量線が、絵素電極と走査信号線との間の容量発生について、前
記シールド電極としてより機能しやすくなる。
【００３９】
　そのため、前記寄生容量の発生をより抑制することができる。
【００４０】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記複数の絵素電極のうち１つの絵素電極に着目したとき、当該絵素電極は、当該絵素
電極に対して前記映像信号線の延伸方向において隣接する絵素電極を駆動するために設け
られた走査信号線と、絶縁膜を介して、平面視において重なっていることが好ましい。
【００４１】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記複数の絵素電極のうち１つの絵素電極に着目したとき、当該絵素電極は、当該絵素
電極に対して前記映像信号線の延伸方向において隣接する絵素電極を駆動するために設け
られた走査信号線と、絶縁膜を介して、平面視において重なるとともに、平面視において
当該絵素電極の端辺が前記走査信号線を乗り越えていることが好ましい。
【００４２】
　前記の構成によれば、絵素電極（当該絵素電極）が、この絵素電極と隣接する絵素電極
（隣接絵素電極）に接続された走査信号線（隣接走査信号線）と重なっている。又は、好
ましくは前記走査信号線を乗り越えている。
【００４３】
　したがって、前記隣接絵素電極と隣接走査信号線との間に発生する寄生容量について、
前記当該絵素電極が遮蔽導体として作用しやすい。
【００４４】
　そのため、絵素電極と隣接走査信号線との間に発生する前記寄生容量の発生をより抑制
することができる。
【００４５】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記複数の絵素電極のうち１つの絵素電極に着目したとき、当該絵素電極は、当該絵素
電極に対して前記映像信号線の延伸方向において隣接する絵素電極を駆動するために設け
られた走査信号線と、絶縁膜を介して、平面視において重なるとともに、平面視において
当該絵素電極の端辺が前記走査信号線を乗り越えており、
　さらに、前記絵素電極の端辺が前記走査信号線に沿って設けられた前記蓄積容量線と、
平面視において重なっていることが好ましい。
【００４６】
　前記の構成によれば、絵素電極（当該絵素電極）が、この絵素電極と隣接する絵素電極
（隣接絵素電極）に接続された走査信号線（隣接走査信号線）を乗り越え、さらに、蓄積
容量線と重なっている。
【００４７】
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　したがって、この当該絵素電極と前記蓄積容量線とが重なった部分に蓄積容量が形成可
能である。
【００４８】
　よって、蓄積容量の減少を抑制できるとともに、開口率を大きく低下させることなく、
蓄積容量を増加させることが容易になる。
【００４９】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記複数の絵素電極のうち１つの絵素電極に着目したとき、前記絵素電極は、複数の前
記走査信号線のうち、当該絵素電極に対して前記映像信号線の延伸方向において隣接する
絵素電極を駆動するために設けられた走査信号線のみと、絶縁膜を介して、平面視におい
て重なっていることが好ましい。
【００５０】
　前記の構成によれば、絵素電極（当該絵素電極）は、この絵素電極に隣接する絵素電極
（隣接絵素電極）に接続された走査信号線（隣接走査信号線）のみと重なっている。言い
換えると、当該絵素電極は、当該絵素電極を駆動する走査信号線とは重なっていない。
【００５１】
　したがって、当該絵素電極と、当該絵素電極を駆動する走査信号線との間における寄生
容量の発生を抑制することができる。
【００５２】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記絵素電極は、平面視において、前記映像信号線を覆うように設けられた保護膜上に
形成されていることが好ましい。
【００５３】
　前記の構成によれば、絵素電極と映像信号線との間に保護膜が形成されているので、絵
素電極と映像信号線との間のリークの発生を抑制することができる。
【００５４】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記蓄積容量線の上層には、絶縁膜を介して蓄積容量対向電極が設けられており、
　前記蓄積容量対向電極は、前記絵素電極に電気的に接続されており、
　前記蓄積容量対向電極の各端辺は、平面視において、前記蓄積容量線の領域内に設けら
れていることが好ましい。
【００５５】
　前記の構成によれば、蓄積容量対向電極の各端辺が、前記蓄積容量線の領域内に設けら
れている。言い換えると、蓄積容量対向電極が蓄積容量線のエッジ部分に掛かっていない
。
【００５６】
　そのため、蓄積容量線に対して蓄積容量対向電極の位置がずれた場合においても、蓄積
容量の変動が生じにくい。
【００５７】
　また、いわゆるステップ－アンド－リピート露光を行う際のブロック別れの発生を低減
することができる。
【００５８】
　さらに、蓄積容量対向電極が、前記スイッチング素子のドレイン電極と直接接続されて
いる構成において発生することのある、蓄積容量線とドレイン電極との間のリークの発生
やドレイン電極と蓄積容量対向電極の接続部の断線を抑制することができる。
【００５９】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記蓄積容量線の上層には、絶縁膜を介して蓄積容量対向電極が設けられており、
　前記蓄積容量対向電極は、前記スイッチング素子のドレイン電極と同材料で形成されて
いることが好ましい。
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【００６０】
　前記の構成によれば、前記蓄積容量対向電極をドレイン電極と同じ製造プロセスで形成
することができるため、製造コストの増加を抑制できる。
【００６１】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記蓄積容量対向電極は、前記スイッチング素子のドレイン電極からの延伸部分である
ことが好ましい。
【００６２】
　前記の構成によれば、蓄積容量対向電極が、ドレイン電極の延長として形成されている
。
【００６３】
　したがって、コンタクトホールなどを用いて、他の層を迂回しながら前記蓄積容量対向
電極とスイッチング素子のドレイン電極とを電気的に接続する構成などに比べて、製造工
程を簡素化することができる。
【００６４】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記蓄積容量対向電極には、前記は蓄積容量線に沿って延伸される、蓄積容量対向電極
延伸部が設けられていることが好ましい。
【００６５】
　前記の構成によれば、蓄積容量対向電極が、蓄積容量線に沿って延伸されている。
【００６６】
　したがって、蓄積容量対向電極と蓄積容量線とが重なる面積を増加させることができる
。よって、開口率を大きく低下させることなく、大きな蓄積容量を得ることが容易になる
。
【００６７】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記第２基板上には、前記第１基板に設けられた各絵素電極に対応する位置にカラーフ
ィルターが設けられており、
　前記カラーフィルターの色は、前記映像信号線の延伸方向において隣接する絵素電極に
対応するカラーフィルターごとに異なっており、
　前記異なる色のカラーフィルターの境界領域には、ブラックマトリクスが配置されてお
り、
　前記蓄積容量線は、平面視において、前記ブラックマトリクスと、少なくとも一部分が
重なっていることが好ましい。
【００６８】
　前記の構成によれば、蓄積容量線が、ブラックマトリクスと重なる位置に形成されてい
るため、蓄積容量線を形成することによる開口率の低下を抑制することができる。
【００６９】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記異なる色のカラーフィルターの境界領域と、前記映像信号線の延伸方向において隣
接する絵素電極の境界領域とが、平面視において、少なくとも一部分が重なっていること
が好ましい。
【００７０】
　前記の構成によれば、カラーフィルターの境界位置と絵素電極の境界位置とが重なって
いる。
【００７１】
　したがって、前記第１基板と第２基板を貼り合わせる際に位置ずれが生じた場合でも、
大きな液晶容量を確保することができる。
【００７２】
　ここで、前記液晶容量とは、前記絵素電極と前記共通電極との間に液晶材料を介して生
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じる容量を意味する。
【００７３】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記カラーフィルター上には、共通電極が設けられていることが好ましい。
【００７４】
　前記の構成によれば、カラーフィルター上に共通電極が設けられているので、前記液晶
材料に対して効率良く電圧を印加することができる。
【００７５】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記異なる色のカラーフィルターの境界領域において、異なる色のカラーフィルターが
互いに接触しないようにすることができる。
【００７６】
　前記の構成によれば、カラーフィルターの色境界で、異なる色同士は離間している。し
たがって、異なる色同士が重なる部分で、カラーフィルターが第１基板に向かって盛り上
がることを回避することができ、導電性異物が液晶層に混入していた場合や、表示装置の
表示面を指で押した場合であっても、前記絵素電極と前記共通電極とのリークの発生を抑
制することができる。また、カラーフィルターの色境界部では、カラーフィルターの膜厚
分だけ液晶層の厚さが大きくなるが、前記の構成によれば、液晶層の厚さが大きくなる境
界領域と、絵素電極の境界部すなわち、絵素電極の無い領域とが、平面視において、少な
くとも一部分が重なっているので、前記液晶容量が低下することを抑制できる。そのため
、前記寄生容量の表示品位などに対する影響を低減させることができる。
【００７７】
　また、本発明の液晶表示装置は、
　前記異なる色のカラーフィルターの境界領域において、一方のカラーフィルターに他方
のカラーフィルターが重なるようにすることができる。
【００７８】
　前記の構成によれば、前記境界領域において、異なる色のカラーフィルターが重なって
いるので、液晶層の厚さが大きくなる領域が形成されず、前記液晶容量が低下することを
抑制できる。また、カラーフィルターの色境界部では、カラーフィルターが第１基板に向
かって盛り上がるが、絵素電極の境界部すなわち、絵素電極の無い領域と、平面視におい
て、少なくとも一部分が重なっているので、導電性異物が液晶層に混入していた場合や、
表示装置の表示面を指で押した場合であっても前記絵素電極と前記共通電極とのリークの
発生を抑制することができる。
【００７９】
　本発明の液晶表示装置は、以上のように、第１基板には、走査信号線に沿って蓄積容量
線が設けられており、蓄積容量線は、絶縁膜を介して、平面視において絵素電極と重なる
ものである。
【００８０】
　それゆえ、開口率の低下や蓄積容量の低下を抑制しつつ、絵素電極とその絵素を駆動す
る走査信号線との間に発生する寄生容量を低減し、表示品位の低下を抑制することができ
るという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】本発明の実施の形態を示すものであり、液晶表示装置の絵素の概略構成を示す図
である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】本発明の他の実施の形態を示すものであり、液晶表示装置の絵素の概略構成を示
す図である。
【図４】図２のＢ－Ｂ線断面図である。
【図５】本発明の他の実施の形態を示すものであり、液晶表示装置の絵素の概略構成を示
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す図である。
【図６】本発明の他の実施の形態を示すものであり、液晶表示装置の絵素の概略構成を示
す図である。
【図７】本発明の他の実施の形態を示すものであり、液晶表示装置の絵素の概略構成を示
す図である。
【図８】本発明の他の実施の形態を示すものであり、液晶表示装置の絵素の概略構成を示
す図である。
【図９】図８のＣ－Ｃ線断面図である。
【図１０】本発明の実施の形態を示すものであり、カラーフィルターの配置を示す図であ
る。
【図１１】本発明の他の実施の形態を示すものであり、カラーフィルターの配置を示す図
である。
【図１２】液晶表示装置の絵素の概略構成を示す図である。
【図１３】図１２のＸ－Ｘ線断面図である。
【図１４】液晶表示装置の絵素の概略構成を示す図である。
【図１５】図１４のＹ－Ｙ線断面図である。
【図１６】絵素電極の配置を示す図である。
【符号の説明】
【００８２】
　　１０　　液晶表示装置
　　２２　　第１基板
　　２４　　第２基板
　　２８　　液晶材料
　　３２　　走査信号線
　　３５　　映像信号線
　　３６　　蓄積容量線
　　４０　　蓄積容量対向電極
　　４２　　蓄積容量対向電極延伸部
　　５０　　スイッチング素子
　　５６　　ドレイン電極
　　６０　　絵素電極
　　６１　　走査信号線に臨む端辺
　　６２　　蓄積容量線に臨む端辺
　　７０　　絶縁膜
　　７４　　保護膜
　　８０　　カラーフィルター
　　８８　　ブラックマトリクス
　　９０　　共通電極
【発明を実施するための最良の形態】
【００８３】
　〔実施の形態１〕
　本発明の一実施の形態について図１及び図２、図１２から図１５に基づいて説明すると
以下の通りである。
【００８４】
　（絵素の概略構成）
　図１は、本実施の形態の液晶表示装置１０の絵素１４の概略構成を示す図である。
【００８５】
　前記図１に示すように、本実施の形態の液晶表示装置１０は、いわゆるアクティブマト
リクス型の液晶表示装置１０であり、先に説明した通り、各絵素１４にスイッチング素子
５０が設けられている。
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【００８６】
　そして、このスイッチング素子５０を制御するために、複数本の走査信号線３２と映像
信号線３５とが互いに交差するように設けられている。さらに、その走査信号線３２と映
像信号線３５との交点に前記スイッチング素子５０が設けられている。
【００８７】
　また、前記走査信号線３２と映像信号線３５とにより画されるおおよそ長方形の領域が
絵素１４とされ、かかる領域に絵素電極６０が設けられている。
【００８８】
　そして、本実施の形態における絵素電極６０は、横長の形状を有している。ここで、横
方向とは、図１に示す矢印Ｘの方向であり、それと直交する矢印Ｙで示す方向を縦方向と
する。
【００８９】
　本実施の形態の液晶表示装置１０では、前記走査信号線３２は前記横方向（矢印Ｘ）に
設けられ、他方前記映像信号線３５は前記縦方向（矢印Ｙ）に設けられている。そして、
隣接する上記各信号線の間隔は、走査信号線３２間の間隔よりも、映像信号線３５間の方
が長くなっている。
【００９０】
　その結果、およそ走査信号線３２と映像信号線３５とにより画される絵素１４が横長の
形状となり、それに応じて前記絵素電極６０の形状も横長となっている。
【００９１】
　（蓄積容量線の位置）
　上記絵素１４の構成について、より詳しく説明する。
【００９２】
　本実施の形態の液晶表示装置１０では、走査信号線３２に沿って蓄積容量線３６が設け
られている点が特徴である。詳しくは、１つの絵素１４又は当該絵素１４に含まれる絵素
電極６０に着目したとき、当該絵素１４において蓄積容量（Ｃｃｓ）を形成する蓄積容量
線３６は、当該絵素１４を駆動するする走査信号線３２（駆動走査信号線３３）に並設さ
れている。
【００９３】
　（蓄積容量線と絵素電極との重なり）
　そして、前記蓄積容量線３６は、前記絵素電極６０と平面視において重なっている。
【００９４】
　ここで、本実施の形態の液晶表示装置１０では、前記蓄積容量線３６は、前記絵素電極
６０における、当該絵素電極６０に接続された走査信号線３２（駆動走査信号線３３）に
臨む端辺６１を含んで、当該絵素電極６０と重なっている。言い換えると、前記絵素電極
６０の前記端辺６１は、平面視において、前記蓄積容量線３６上に形成され、前記蓄積容
量線３６を乗り越えていない。
【００９５】
　（絵素断面）
　以下、前記図１のＡ－Ａ線断面図である図２に基づいてさらに説明する。
【００９６】
　本実施の形態の液晶表示装置１０は、図２にその断面の概略構成を示すように、対向す
る２枚の基板（第１基板２２、第２基板２４）に液晶材料２８が液晶層として挟持された
構造を有している。
【００９７】
　（第１基板）
　そして、いわゆるアレイ側の基板である第１基板２２には、前記走査信号線３２と蓄積
容量線３６とが形成されている。さらに、その上層には、絶縁膜７０としての、ゲート絶
縁膜７２及び保護膜７４が形成されている。そして、かかる保護膜７４の上層には、絵素
電極６０が形成されている。
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【００９８】
　なお、前記保護膜７４などの絶縁膜７０の材質は、絶縁性を有していれば、特には限定
されないが、例えば、無機膜単層、有機膜単層、又は、有機と無機との２層膜として構成
することが可能である。
【００９９】
　また、前記保護膜７４などの絶縁膜７０は、前記映像信号線３５の上層にその保護のた
めに形成することもできる。
【０１００】
　（第２基板）
　他方、カラーフィルター側の基板である第２基板２４には、各絵素１４に対応した位置
にブラックマトリクス８８が形成されるとともに、各色に対応したカラーフィルター８０
が形成されている。そして、かかるカラーフィルター８０上には、共通電極９０が形成さ
れている。さらに共通電極９０上には配向膜が形成されるが、図２では省略している。
【０１０１】
　（蓄積容量線と絵素電極との重なり）
　つぎに、前記図２に示す断面図を用いて、各部の重なりや、位置関係についてより詳し
く説明する。
【０１０２】
　まず、前記絵素電極６０の走査信号線３２に臨む端辺６１は、上述のように、前記蓄積
容量線３６上にとどまり、隣接する走査信号線３２側にははみ出していない。
【０１０３】
　（蓄積容量線の位置）
　また、先に説明した走査信号線３２に並設された蓄積容量線３６は、着目した１つの絵
素電極６０（駆動絵素電極６４）を駆動するための走査信号線３２である駆動走査信号線
３３に対して、前記駆動絵素電極６４に近い側に並設されている。
【０１０４】
　（走査信号線と絵素電極との重なり）
　つぎに、前記走査信号線３２と絵素電極６０と位置関係について説明する。
【０１０５】
　すなわち、前記図２に示すように、本実施の形態の液晶表示装置１０では、走査信号線
３２と絵素電極６０とが平面視において重なっている。詳しくは、前記走査信号線３２は
、当該走査信号線３２が接続される絵素電極６０である駆動絵素電極６４と隣接する絵素
電極６０である隣接絵素電極６０と重なっている。
【０１０６】
　言い換えると、１つの絵素１４について、その絵素電極６０とかかる絵素１４を駆動す
る走査信号線３２との組合せである、駆動絵素電極６４と駆動走査信号線３３とは重なら
ず、前記駆動絵素電極６４に隣接する絵素電極６０である隣接絵素電極６６と前記駆動走
査信号線３３とが重なっている。
【０１０７】
　そして、前記隣接絵素電極６６の蓄積容量線３６に臨む端辺６２は、平面視において、
前記駆動走査信号線３３を乗り越えている。
【０１０８】
　（絶縁膜）
　なお、前記前記絵素電極６０と蓄積容量線３６との重なり、及び、前記絵素電極６０と
前記走査信号線３２との重なりにおいては、その間に、絶縁膜７０としてのゲート絶縁膜
７２及び保護膜７４が介在している。そのため、前記絵素電極６０と蓄積容量線３６又は
走査信号線３２とは、平面視において重なっていても、電気的には接続されていない。
【０１０９】
　（蓄積容量対向電極）
　つぎに、前記蓄積容量線３６のおける蓄積容量（Ｃｃｓ）の形成について説明する。
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【０１１０】
　本実施の形態の液晶表示装置１０では、前記各絵素１４において、前記蓄積容量線３６
と平面視において重なる位置に蓄積容量対向電極４０が設けられている。そして、かかる
蓄積容量対向電極４０と前記蓄積容量線３６との間に前記蓄積容量（Ｃｃｓ）が形成され
る。以下、具体的に説明する。
【０１１１】
　（蓄積容量対向電極）
　本実施の形態の液晶表示装置１０においては、前記蓄積容量対向電極４０は、前記スイ
ッチング素子５０のドレイン電極５６の延伸部分として形成されている。
【０１１２】
　すなわち、前記スイッチング素子５０は、ＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉ
ｓｔｏｒ：薄膜トランジスタ）素子により構成されており、そのゲート電極５２は前記走
査信号線３２に、ソース電極５４は前記映像信号線３５に、ドレイン電極は前記絵素電極
６０にそれぞれ接続されている。
【０１１３】
　そして、本実施の形態では、前記ドレイン電極５６が前記絵素電極６０に接続されるま
での延伸部分において、かかる延伸部分と前記蓄積容量線３６と平面視において重なる部
分が形成されている。そして、この重なる部分が前記蓄積容量対向電極４０として機能し
ている。言い換えると、蓄積容量対向電極４０は、ドレイン電極５６とドレイン電極接続
部５７を介して接続されている。
【０１１４】
　そして、前記ドレイン電極５６の延伸部分は、当該延伸部分がコンタクトホール６８を
通じて絵素電極６０と接続される領域において、その面積が拡大され、おおよそ長方形と
されている。これにより、本実施の形態における前記蓄積容量対向電極４０も、おおよそ
長方形となる。なお、この延伸部分の形状は、正方形や円形など他の形状であっても構わ
ない。
【０１１５】
　また、以上の構成においては、前記蓄積容量対向電極４０と前記ドレイン電極５６とは
同材料で形成される。
【０１１６】
　（蓄積容量線）
　他方、前記蓄積容量対向電極４０と平面視において重なる前記蓄積容量線３６は、前記
蓄積容量対向電極４０と重なる部分においてその線幅が拡大されている。そして、前記蓄
積容量線３６は、平面視において、前記蓄積容量対向電極４０を覆っている。言い換える
と、前記蓄積容量対向電極４０は、前記蓄積容量線３６からはみ出していない。
【０１１７】
　すなわち、前記ドレイン電極５６の延伸部分である前記蓄積容量対向電極４０と前記蓄
積容量線３６とは重なっており、その重なる部分では、互いにその面積が広げられ、それ
により重なる面積も広げられている。ただし、その重なりにおいて、前記蓄積容量対向電
極４０は、平面視において、前記蓄積容量線３６からはみださないように構成されている
。
【０１１８】
　なお、前記蓄積容量対向電極４０は、先にも触れたように、コンタクトホール６８を介
して、前記絵素電極６０と電気的に接続されている。そして、前記蓄積容量対向電極４０
は、ドレイン電極５６の延伸部分である。そのため、かかる絵素１４は前記蓄積容量対向
電極４０を介して、前記スイッチング素子５０により駆動される。
【０１１９】
　ここで、走査信号線３３、蓄積容量線３６、映像信号線３５等の配線は、Ａｌ、Ｔａ、
Ｔｉ、Ｃｒ、Ｃｕ、Ｍｏ等の遮光性の高い金属、もしくはその合金を、単層で、もしくは
積層して形成される。すなわち、いわゆる透過型の表示装置においては、絵素電極が、走
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査信号線３３、蓄積容量線３６、映像信号線３５等の配線と重なる部分では、表示領域と
して寄与しない。
【０１２０】
　（両基板の位置関係）
　つぎに、前記第１基板２２に形成された絵素電極６０等と、前記第２基板２４に形成さ
れたカラーフィルター８０等との位置関係について、前記図２に基づいて説明する。
【０１２１】
　（ブラックマトリクスと蓄積容量線）
　まず、ブラックマトリクス８８と蓄積容量線３６との位置関係について説明する。
【０１２２】
　本実施の形態における第２基板２４には、先に説明した通り各絵素１４に対応した位置
にブラックマトリクス８８が形成されるとともに、各色に対応したカラーフィルター８０
が形成されている。
【０１２３】
　ここで、本実施の形態の液晶表示装置１０では、前記第１基板２２に形成された前記蓄
積容量線３６と、前記第２基板２４に形成された前記ブラックマトリクス８８とが、平面
視において重なるように貼り合わされている。
【０１２４】
　具体的には、前記図２に示すように、前記第２基板２４には、異なる色のカラーフィル
ター８０である赤色カラーフィルター８２と緑色カラーフィルター８４とが、前記映像信
号線（図示せず）の延伸方向において隣接する絵素電極６４・６６に対応するように形成
され、前記赤色カラーフィルター８２と緑色カラーフィルター８４との間の領域には、ブ
ラックマトリクス８８が形成されている。いわゆる透過型の表示装置においては、このブ
ラックマトリクス８８は、絵素電極が配置されていない領域において、第１基板の下側に
配置されるバックライトからの光が、好ましくない配向をした液晶層を通過し、表示品位
が低下することを抑制する。さらに、絵素電極と、その絵素電極に対応したカラーフィル
ターとは異なる領域、例えば、隣接する絵素電極に対応したカラーフィルターや、カラー
フィルターが配置されていない部分や、異なる色のカラーフィルターが重なった部分とが
、第１基板と第２基板を貼り合わせる際に位置ずれ等が生じて、平面視で重なった場合に
、混色などの表示不良が発生することを抑制する。
【０１２５】
　そして、前記図２に示すように、前記第１基板２２に形成された蓄積容量線３６は、前
記ブラックマトリクス８８の下方領域内に形成されている。具体的には、本実施の形態に
おいては、前記蓄積容量線３６の幅方向の全体が、前記ブラックマトリクス８８の下方領
域内に収まるように、言い換えると、前記下方領域からはみ出さないように、２枚の基板
（第１基板２２と第２基板２４）は各々構成されるとともに、互いに貼り合わされている
。
【０１２６】
　なお、前記ブラックマトリクス８８と前記蓄積容量線３６との重なり方は、上記の構成
に限定されるものではなく、前記蓄積容量線３６の一部分がブラックマトリクス８８と重
なる構成としても良い。
【０１２７】
　また、透過表示において、表示領域として寄与しない蓄積容量線３６の領域と、同じく
表示領域として寄与しないブラックマトリクス８８の領域とを、少なくとも一部で重ねる
ことで、表示に寄与しない無効領域が増加することを抑制できる。
【０１２８】
　（カラーフィルターと絵素電極）
　つぎに、カラーフィルター８０と絵素電極６０との位置関係について説明する。
【０１２９】
　前記図２に示すように、本実施の形態のカラーフィルター８０は、異なる色のカラーフ
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ィルターは、互いに重なったり接触したりすることなく、互いに独立している。そのため
、前記第２基板２４には、カラーフィルター８０が形成されていない領域（カラーフィル
ターの境界領域Ｒ１参照）が生じる。
【０１３０】
　他方、前記第１基板２２に、複数の絵素電極６０が形成されているが、かかる絵素電極
６０は、互いに独立して制御ができるように、互いに電気的に独立して形成されている。
そのため、隣接する絵素電極６０の間（例えば、駆動絵素電極６４との隣接絵素電極６６
との間）には、絵素電極６０が形成されていない領域（絵素電極の境界領域Ｒ２）が生じ
る。
【０１３１】
　ここで、本実施の形態の液晶表示装置１０においては、前記カラーフィルターの境界領
域Ｒ１と、前記絵素電極の境界領域Ｒ２とが、平面視において、少なくとも一部分重なっ
ている。
【０１３２】
　例えば、前記図２に示す構成においては、前記領域Ｒ２は、前記領域Ｒ１の範囲内にお
さまり、前記領域Ｒ２は前記領域Ｒ１からはみ出ないように互いに重なっている。
【０１３３】
　なお、前記カラーフィルターの境界領域Ｒ１と、前記絵素電極の境界領域Ｒ２との重な
り方は、上記の構成に限定されるものではなく、前記絵素電極の境界領域Ｒ２の一部分が
、前記カラーフィルターの境界領域Ｒ１と重なる構成としても良い。
【０１３４】
　（詳細な構成と電気特性）
　つぎに、本実施の形態の液晶表示装置１０において生じる寄生容量（Ｃｇｄ）等の大き
さなどについて、シミュレーションの結果に基づいて説明する。
【０１３５】
　まず、絵素１４の構成について、前記図１に基づいてより具体的に説明する。
【０１３６】
　図１に示すように絵素電極６０は、先に説明した通りおおよそ横長の長方形状を有して
いる。ただし、その一部分は、前記スイッチング素子５０が形成されるために、長方形状
に欠けている。
【０１３７】
　そこで、絵素電極６０の横方向Ｘの長さは、前記欠けのない部分で１８７ｕｍ（図１に
示すｄ１）、前記欠けのある部分で１６９ｕｍ（ｄ２）である。なお、ドットサイズは１
９８ｕｍ×６６ｕｍである。
【０１３８】
　また、第２基板２４には、先に説明した通り、第１基板２２の絵素電極６０等の位置に
対応して、ブラックマトリクス８８が形成されている。そこで、前記絵素電極６０のうち
で、前記ブラックマトリクス８８と走査信号線３２や蓄積容量線３６等の配線で遮蔽され
ていない領域が開口領域となる。そして、本液晶表示装置１０においては、前記開口領域
の縦方向Ｙの長さ（ｄ３）は、４８μｍである。
【０１３９】
　また、映像信号線３５の延伸方向において隣接する前記開口領域について、その開口領
域の間のブラックマトリクス８８と走査信号線３２や蓄積容量線３６等の配線の幅、すな
わち無効領域（ｄ４）の縦方向Ｙにおける幅は１８ｕｍである。
【０１４０】
　つぎに、前記第１基板２２に形成された配線の幅等について説明する。まず、前記走査
信号線３２は、スイッチング素子５０と重ならない部分において幅は５ｕｍ（ｄ１０）、
同じく前記蓄積容量線３６の幅も５ｕｍ（ｄ１１）である。そして、前記走査信号線３２
と蓄積容量線３６との間隔は７ｕｍ（ｄ１２）である。
【０１４１】
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　つぎに、絵素電極６０と走査信号線３２との位置関係等について説明する。本実施の形
態における絵素電極６０（駆動絵素電極６４）は、当該駆動絵素電極６４に対応する駆動
走査信号線３３とは重ならず、隣接する絵素１４を駆動する隣接走査信号線３４と重なっ
ている。そして、かかる重なりにおいて、前記駆動絵素電極６４は、平面視において、隣
接走査信号線３４を乗り越えており、その乗り越え幅（ｄ２０）は２ｕｍである。
【０１４２】
　また、本実施の形態においては、映像信号線３５の延伸方向において隣接する絵素電極
６０の間隔は７ｕｍ（ｄ２２）であり、前記第１基板２２と前記第２基板２４との貼り合
わせマージンは６ｕｍ（ｄ２５参照）としている。
【０１４３】
　（電気特性）
　つぎに、本実施の形態の液晶表示装置１０における電気特性について、図２に基づいて
説明する。
【０１４４】
　（比較対象）
　ここでまず、比較のための液晶表示装置１０について、図１２から図１５に基づいて説
明する。
【０１４５】
　図１２及び図１４に概略構成を示す液晶表示装置は、いずれも前記蓄積容量線３６が形
成されていない液晶表示装置１０を示しており、図１２は比較対象１の液晶表示装置１０
を、図１４は比較対象２の液晶表示装置１０を示している。
【０１４６】
　また、図１３は前記図１２のＸ－Ｘ線断面図であり、図１５は前記図１４のＹ－Ｙ線断
面図である。
【０１４７】
　（比較対象１）
　図１２に示す比較対象１の液晶表示装置１０では、前記図１に示した本実施の形態の液
晶表示装置１０に比べて、蓄積容量線３６が形成されていないことに加えて、絵素電極６
０と走査信号線３２との重なりも形成されていない。すなわち、絵素電極６０と走査信号
線３２とは重ならず、約２ｕｍ離間している（図１２のｄ２１）。
【０１４８】
　他の構成は、前記図１に示した本実施の形態の液晶表示装置１０とほぼ同様である。そ
こで、以下、主な相違点について説明する。
【０１４９】
　すなわち、絵素電極６０の大きさは変わらないものの、開口領域の縦方向Ｙの幅（ｄ３
）が４８ｕｍから３５ｕｍに、無効領域の縦方向Ｙにおける幅（ｄ４）が１８ｕｍから３
１ｕｍに、走査信号線の幅（ｄ１０）が５ｕｍから８ｕｍに、隣接する絵素電極６０の前
記間隔（ｄ７）が７ｕｍから１９ｕｍに各々変更されている。
【０１５０】
　（比較対象２）
　他方、前記図１４に示す比較対象２の液晶表示装置１０は、前記図１に示した本実施の
形態の液晶表示装置１０に比べて、蓄積容量線３６が形成されていない点は異なるが、絵
素電極６０と走査信号線３２との平面視における重なりが形成されている点は同様である
。
【０１５１】
　すなわち、前記図１４に示すように、絵素電極６０は、走査信号線３２と重なり、さら
には、前記走査信号線３２を乗り越え、その乗り越え幅（ｄ２０）は２ｕｍである。
【０１５２】
　他の構成は、前記図１に示した本実施の形態の液晶表示装置１０や、前記図１２に示し
た比較対象１の液晶表示装置とほぼ同様である。以下、主な相違点について説明する。
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【０１５３】
　すなわち、絵素電極６０の大きさは変わらないものの、開口領域の縦方向Ｙの幅（ｄ３
）は４３ｕｍに、無効領域の縦方向Ｙにおける幅（ｄ４）は２３ｕｍに、隣接する絵素電
極６０の前記間隔（ｄ２２）は７ｕｍとされている。
【０１５４】
　（電気特性の比較）
　つぎに、本実施の形態の液晶表示装置１０の電気特性、具体的には、絵素電極６０と走
査信号線３２との間の寄生容量（Ｃｇｄ）及び、蓄積容量について、図２、図１３及び図
１５に基づいて説明する。
【０１５５】
　なお、前記図２、図１３及び図１５に示す実線Ｖは等電位線を示している。
【０１５６】
　また、以下説明する寄生容量、及び、蓄積容量は、シミュレーションにより求めたもの
である。
【０１５７】
　（シミュレーション条件）
　ここで、上記電気特性の算出に用いたシミュレーションについて説明する。
【０１５８】
　まず、シミュレーションには、オートロニック社の２ｄｉｎ－ＤＩＭＯＳ（製品名）を
使用した。
【０１５９】
　また、シミュレーションの条件は下記の通りである。
【０１６０】
　すなわち、比誘電率は、ゲート絶縁膜＝６．９、保護膜＝６．９、ガラス基板（第１・
第２基板）＝５．５、液晶層＝７．０とした。
【０１６１】
　また、膜厚は、ゲート絶縁膜＝０．４ｕｍ、保護膜＝０．３ｕｍ、走査信号線＝０．３
５ｕｍ、液晶層＝４．５ｕｍとした。
【０１６２】
　また、電位は、走査信号線＝－１０Ｖ、対向電極＝±０Ｖ、駆動絵素電極＝＋５Ｖ、隣
接絵素電極＝－５Ｖとした。
【０１６３】
　（寄生容量（Ｃｇｄ））
　まず、寄生容量（Ｃｇｄ）について説明する。
【０１６４】
　上記シミュレーションの結果によると、寄生容量（Ｃｇｄ）は、図１２及び図１３に示
した比較対象１の液晶表示装置１０では、
　Ｃｇｄ＝２４．０×１０－１２［Ｆ／ｍ］×１８７［ｕｍ］＝０．００４５ｐＦとなり
、
　図１４及び図１５に示した比較対象２の液晶表示装置１０では、
　Ｃｇｄ＝１１．９×１０－１２［Ｆ／ｍ］×１８７［ｕｍ］＝０．００２２ｐＦとなっ
た。
【０１６５】
　これに対して、図１及び図２に示した本実施の形態の液晶表示装置１０では、
　Ｃｇｄ＝３．３×１０－１２［Ｆ／ｍ］×１８７［ｕｍ］＝０．０００６ｐＦとなり、
比較対象１に比べて約１３％程度、比較対象２に比べて約３０％程度に低減された。
【０１６６】
　（隣接絵素電極による遮蔽）
　これは、前記駆動絵素電極６４と駆動走査信号線３３との間に発生する寄生容量につい
て、前記比較対象１の構成においては、前記駆動絵素電極６４と駆動走査信号線３３との
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間に何ら導体が存在しないのに対して、前記比較対象２及び本実施の形態の構成において
は、前記駆動絵素電極６４と駆動走査信号線３３との間に隣接絵素電極６６が介在してい
る。
【０１６７】
　すなわち、前記比較対象２及び本実施の形態においては、隣接絵素電極６６が平面視に
おいて前記駆動走査信号線３３と重なっているため、前記駆動絵素電極６４と駆動走査信
号線３３との間に、前記隣接絵素電極６６が存在する。そして、かかる隣接絵素電極６６
の遮蔽効果により、前記駆動絵素電極６４と駆動走査信号線３３との間に発生する寄生容
量（Ｃｇｄ）が減少するものと考えられる。
【０１６８】
　この隣接絵素電極６６による遮蔽効果は、前記図２、図１３及び図１５に示すように、
前記駆動絵素電極６４と駆動走査信号線３３との間の等電位線Ｖから見て取ることができ
る。すなわち、図１３に示す比較対象１に比べて、図１５に示す比較対象２、及び、図２
に示す本実施の形態では、前記駆動絵素電極６４と駆動走査信号線３３との間の前記等電
位線Ｖの密度が減少しており、前記遮蔽効果が見て取れる。
【０１６９】
　（蓄積容量線）
　つぎに、前記寄生容量（Ｃｇｄ）に対する蓄積容量線３６の影響について説明する。
【０１７０】
　前記図１５に示す比較対象２と、前記図２に示す本実施の形態との主な相違点は、蓄積
容量線３６が形成されているか否かである。具体的には、本実施の形態においては、蓄積
容量線３６が、走査信号線３２（駆動走査信号線３３）の近傍であって、絵素電極６０（
駆動絵素電極６０）の下層に、当該駆動絵素電極６０と重なるように形成されている。
【０１７１】
　そのため、前記駆動絵素電極６４と駆動走査信号線３３との間に発生する寄生容量（Ｃ
ｇｄ）において、前記駆動絵素電極６４から、下側、すなわち第１基板２２の方向に対し
て、前記蓄積容量線３６が遮蔽効果を発揮する。
【０１７２】
　これは、前記等電位線Ｖからも見て取れる。すなわち、前記図１５と図２とにおける、
前記駆動絵素電極６４と駆動走査信号線３３との間の等電位線Ｖを比較すると、図２に示
す本実施の形態では、等電位線Ｖが前記蓄積容量線３６側にゆがむ等により、図１５に示
す比較対象２に比べ、等電位線Ｖの本数が減少しており、前記遮蔽効果が見て取れる。
【０１７３】
　以上のように、本実施の形態の液晶表示装置１０では、絵素電極６０が走査信号線３２
と重なることに加えて、絵素電極６０の下側に、走査信号線３２と並んで蓄積容量線３６
が形成されているために、前記寄生容量（Ｃｇｄ）を低減させることができる。
【０１７４】
　（蓄積容量）
　つぎに、蓄積容量について説明する。
【０１７５】
　まず、前記比較対象１及び比較対象２の液晶表示装置１０では、補助容量は各絵素１４
における１箇所のみにおいて生じる。すなわち、絵素電極６０と走査信号線３２とが重な
るか、又は近接する部分において、その間に蓄積容量（Ｃｇｏ）が生じる。
【０１７６】
　以下、かかる蓄積容量（Ｃｇｏ）の値について、上記条件に基づくシミュレーションの
結果を示す。
【０１７７】
　すなわち、前記蓄積容量（Ｃｇｏ）は、図１２及び図１３に示した比較対象１の液晶表
示装置１０では、
　Ｃｇｏ＝０．７９４×１０－１０［Ｆ／ｍ］×１６９［ｕｍ］＝０．０１３４ｐＦとな
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り、
　図１４及び図１５に示した比較対象２の液晶表示装置１０では、
　Ｃｇｏ＝８．７３９×１０－１０［Ｆ／ｍ］×１６９［ｕｍ］＝０．１４７７ｐＦとな
った。
【０１７８】
　これに対して、図１及び図２に示した本実施の形態の液晶表示装置１０では、補助容量
は各絵素１４において２箇所で生じる。
【０１７９】
　すなわち、前記比較対象１及び比較対象２の液晶表示装置と同様に、絵素電極６０と走
査信号線３２との間に蓄積容量（Ｃｇｏ）が生じる。
そして本実施の形態においては、前記蓄積容量（Ｃｇｏ）に加えて、蓄積容量線３６が設
けられているため、絵素電極６０と前記蓄積容量線３６との間に、蓄積容量（Ｃｃｓ）が
生じる。
【０１８０】
　以下、上記蓄積容量（Ｃｇｏ）と蓄積容量（Ｃｃｓ）との値について、上記条件に基づ
くシミュレーションの結果を示す。
【０１８１】
　すなわち、図１及び図２に示した本実施の形態の液晶表示装置１０では、前記蓄積容量
（Ｃｇｏ）は、
　Ｃｇｏ＝０．６．０６６×１０－１０［Ｆ／ｍ］×１６９［ｕｍ］＝０．１０２５ｐＦ
となり、
　他方、前記蓄積容量（Ｃｃｓ）は、
　Ｃｃｓ＝４．１６５×１０－１０［Ｆ／ｍ］×１８７［ｕｍ］＝０．０７７９ｐＦとな
る。
【０１８２】
　そして、前記蓄積容量（Ｃｇｏ）と蓄積容量（Ｃｃｓ）との合計は、０．１８０４ｐＦ
となり、前記比較対象１はもちろんのこと、前記比較対象２に対しても同等以上の蓄積容
量を確保することがでた。
【０１８３】
　以上より、本実施の形態の液晶表示装置１０では、開口領域の縦方向の幅（ｄ４）を３
５ｕｍないし４３ｕｍから４８ｕｍに拡大して開口率を同等以上確保し、さらに蓄積容量
を確保しながら、寄生容量（Ｃｇｄ）の低減が可能である。
【０１８４】
　〔実施の形態２〕
　本発明の第２の実施の形態について図３ないし図４に基づいて説明すれば、以下の通り
である。なお、本実施の形態において説明すること以外の構成は、前記実施の形態１と同
じである。また、説明の便宜上、前記の実施の形態１の図面に示した部材と同じ機能を有
する部材については、同じ符号を付し、その説明を省略する。
【０１８５】
　本実施の形態の液晶表示装置１０は、前記実施の形態１の液晶表示装置１０の構成と比
べて、絵素電極６０の走査信号線３２に臨む端辺６１が、蓄積容量線３６を乗り越えてい
る点が相違する。
【０１８６】
　すなわち、前記図２に示したように、前記実施の形態１の液晶表示装置１０では、絵素
電極６０は、平面視において蓄積容量線３６と重なっていたものの、絵素電極６０の走査
信号線３２に臨む前記端辺６１は、前記蓄積容量線３６上にあった。言い換えると、前記
絵素電極６０は、蓄積容量線３６に重なるのみで、乗り越えてはいなかった。
【０１８７】
　これに対して、本実施の形態の液晶表示装置では、図３のｄ２７（絵素電極の蓄積容量
線乗越え幅）に示すように、絵素電極６０の走査信号線３２に臨む端辺６１が、蓄積容量
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線３６を２ｕｍ乗り越えている。ここで、図３は、本実施の形態の液晶表示装置１０の絵
素１４の概略構成を示す図である。
【０１８８】
　なお、他の構成は前記実施の形態１と同様であるが、主な相違点は、以下の通りである
。すなわち、開口領域の縦方向Ｙの長さｄ３が４８ｕｍから４５ｕｍに、無効領域の縦方
向Ｙの幅ｄ４が１８ｕｍから２１ｕｍに、走査信号線３２と蓄積容量線３６との間隔ｄ１
２が７ｕｍから１１ｕｍに変更された点である。
【０１８９】
　また、前記図３のＢ－Ｂ線断面図である図４に示すように、前記絵素電極６０は、前記
実施の形態１と同様に、ゲート絶縁膜７２と保護膜７４とからなる絶縁膜７０を介して蓄
積容量線３６と重なっている。
そして、絵素電極６０の走査信号線３２に臨む前記端辺６１は、上に説明した通り、蓄積
容量線３６を、当該蓄積容量線３６に並設された走査信号線３２の方向に向かって乗越え
ている。ただし、当該蓄積容量線３６を乗り越えた絵素電極６０は、隣接する走査信号線
３２とは重なっていない。
【０１９０】
　（電気特性）
　つぎに、本実施の形態の液晶表示装置１０における電気特性について、図４に基づいて
説明する。
【０１９１】
　（寄生容量）
　まず、寄生容量（Ｃｇｄ）について説明する。
【０１９２】
　実施の形態１において説明したシミュレーション条件に基づいたシミュレーションの結
果によると、寄生容量（Ｃｇｄ）は、図３及び図４に示した本実施の形態の液晶表示装置
１０では、
　Ｃｇｄ＝７．１×１０－１２［Ｆ／ｍ］×１８７［ｕｍ］＝０．００１３ｐＦとなった
。すなわち、寄生容量（Ｃｇｄ）を、前記比較対象２の液晶表示装置１０（Ｃｇｄ＝０．
００２２ｐＦ）の約６０％に低減することができた。
【０１９３】
　（蓄積容量）
　つぎに、蓄積容量について説明する。
【０１９４】
　本実施の形態の液晶表示装置１０は、蓄積容量線３６が設けられているとともに、絵素
電極６０と重なっているので、蓄積容量は、前記実施の形態１と同様に、蓄積容量（Ｃｇ
ｏ）と蓄積容量（Ｃｃｓ）とから構成される。
【０１９５】
　具体的には、上記条件に基づくシミュレーションによると、前記蓄積容量（Ｃｇｏ）は
、
　Ｃｇｏ＝０．６．０７６×１０－１０［Ｆ／ｍ］×１６９［ｕｍ］＝０．１０２６ｐＦ
となり、
　他方、前記蓄積容量（Ｃｃｓ）は、
　Ｃｃｓ＝６．１２７×１０－１０［Ｆ／ｍ］×１８７［ｕｍ］＝０．１１４６ｐＦとな
る。
【０１９６】
　そして、前記蓄積容量（Ｃｇｏ）と蓄積容量（Ｃｃｓ）との合計は、０．２１７２ｐＦ
となり、前記比較対象１及び比較対象２はもちろんのこと、前記実施の形態１に対しても
同等以上の蓄積容量を確保することができた。
【０１９７】
　以上より、本実施の形態の液晶表示装置１０は、開口領域の広げることによる高開口率
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化と、前記高蓄積容量とを確保した上で、上述の通り寄生容量（Ｃｇｄ）を低減すること
がでた。
【０１９８】
　（歩留り）
　さらに、本実施の形態の液晶表示装置１０は、その製造歩留りを向上させることができ
る点が特徴である。
【０１９９】
　すなわち、本実施の形態の液晶表示装置１０では、並設される走査信号線３２と蓄積容
量線３６との間隔ｄ１２を広くすることができる（実施の形態１：７ｕｍ、本実施の形態
：１１ｕｍ）。
【０２００】
　そのため、リーク不良に関する歩留りを向上させることができる。
【０２０１】
　〔実施の形態３〕
　本発明の第３の実施の形態について図５から図７に基づいて説明すれば、以下の通りで
ある。なお、本実施の形態において説明すること以外の構成は、前記各実施の形態と同じ
である。また、説明の便宜上、前記の各実施の形態の図面に示した部材と同じ機能を有す
る部材については、同じ符号を付し、その説明を省略する。
【０２０２】
　（蓄積容量対向延伸部）
　本実施の形態の液晶表示装置１０は、前記実施の形態１の液晶表示装置１０の構成と比
べて、蓄積容量対向電極４０が、前記蓄積容量線３６の延伸方向に延設されている点が相
違する。すなわち、本実施の形態の液晶表示装置１０には、図５に示すように、蓄積容量
対向電極４０に、かかる蓄積容量対向電極４０が平面視において重なる蓄積容量線３６の
延伸方向と同一方向に延設された蓄積容量対向電極延伸部４２が設けられている。
【０２０３】
　（蓄積容量線拡幅部）
　また、本実施の形態に液晶表示装置１０においては、前記蓄積容量線３６には、その線
幅が広げられた蓄積容量線拡幅部３７が設けられている。
【０２０４】
　そして、前記蓄積容量線拡幅部３７は、前記蓄積容量対向電極延伸部４２に対応する位
置に設けられている。具体的には、前記蓄積容量線拡幅部３７は、平面視において、前記
蓄積容量対向電極延伸部４２と重なるように、より詳しくは、前記蓄積容量対向電極延伸
部４２が平面視において蓄積容量線拡幅部３７からはみ出さないように設けられている。
【０２０５】
　本実施の形態の液晶表示装置１０では、上記の構成により、蓄積容量対向電極４０と蓄
積容量線３６とが重なる面積が大きくなっている。そのため、蓄積容量（Ｃｃｓ）の値を
大きくすることができる。
【０２０６】
　なお、絵素電極６０と、走査信号線３２及び蓄積容量線３６との位置関係は、前記図５
に示した位置関係に限定されず種々の構成が考えられる。
【０２０７】
　例えば、図５に示した構成では、領域Ｒ５に示すように、絵素電極６０の走査信号線３
２に臨む端辺６１は、蓄積容量線３６を越えない位置にあるが、例えば図６に示すように
、前記端辺６１を、蓄積容量線３６を越える位置に設定しても良い。すなわち、絵素電極
６０が蓄積容量線３６を越えるようにしても良い。なお、前記端辺６１は、当該蓄積容量
線３６に隣接する駆動走査信号線３３には重なっていない。
【０２０８】
　また、例えば、図５に示した構成では、領域Ｒ６に示すように、絵素電極６０の蓄積容
量線３６に臨む端辺６２は、隣接走査信号線３４を越えるものの、当該隣接走査信号線３
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４に並設された蓄積容量線３６とは重なっていない。これに対して、例えば図７に示すよ
うに、前記端辺６２を、前記隣接走査信号線３４を越え、さらに、前記蓄積容量線３６と
重なるようにしても良い。かかる構成では、前記蓄積容量をさらに増加させることができ
る。
【０２０９】
　〔実施の形態４〕
　本発明の第４の実施の形態について図８から図９に基づいて説明すれば、以下の通りで
ある。なお、本実施の形態において説明すること以外の構成は、前記各実施の形態と同じ
である。また、説明の便宜上、前記の各実施の形態の図面に示した部材と同じ機能を有す
る部材については、同じ符号を付し、その説明を省略する。
【０２１０】
　前記実施の形態１では、蓄積容量対向電極４０が、ドレイン電極５６の延長である構成
について説明した。これに対して本実施の形態の液晶表示装置１０では、蓄積容量対向電
極４０が、絵素電極６０を介してドレイン電極５６と接続されている。以下、液晶表示装
置１０の絵素１４の概略構成を示す図である図８と、前記図８のＣ－Ｃ線断面図である図
９とに基づいて説明する。
【０２１１】
　すなわち、前記図８に示すように、本実施の形態の液晶表示装置１０では、蓄積容量対
向電極４０は、コンタクトホール６８を介して絵素電極６０と電気的に接続されている。
そして、かかる絵素電極６０は、同じくコンタクトホール６８を介して前記スイッチング
素子５０のドレイン電極５６と接続されている。これにより、前記蓄積容量対向電極４０
は、絵素電極６０を介してドレイン電極５６と接続された構成となり、前記蓄積容量対向
電極４０は、前記ドレイン電極５６と同電位となる。なお、図９中の７８は配向膜を示す
。
【０２１２】
　上記構成では、ドレイン電極５６と蓄積容量対向電極４０とを電気的に接続し同電位と
する構成において、ドレイン電極５６が蓄積容量線３６と交差しない。
【０２１３】
　すなわち、前記実施の形態１の液晶表示装置１０においては、図１の領域Ｒ１０に示す
ように、蓄積容量対向電極４０をドレイン電極５６と接続するドレイン電極接続部５７が
、蓄積容量線３６の端辺と交差している。言い換えるとドレイン電極５６の延伸部分であ
る蓄積容量対向電極４０が蓄積容量線３６のエッジ部分に掛かっている。
【０２１４】
　これに対して、本実施の形態の液晶表示装置１０においては、図８及び図９の領域Ｒ１
０に示すように、蓄積容量対向電極４０が、絵素電極６０を介してドレイン電極５６と接
続されている。したがって、前記実施の形態１におけるドレイン電極接続部５７は形成さ
れておらず、よってこれが蓄積容量線３６と交差することもない。
【０２１５】
　そのため、蓄積容量線３６とドレイン電極５６との間のリーク不良の発生やドレイン電
極接続部５７の断線を抑制することができる。
【０２１６】
　また、蓄積容量線３６に対して蓄積容量対向電極４０の位置がずれた場合においても、
蓄積容量の変動が発生しにくい。この点、前記図１に示したドレイン電極接続部５７が蓄
積容量対向電極４０とドレイン電極５６と接続する構成では、上記位置のずれにより蓄積
容量を形成する面積が増減するため、上記位置ずれによる蓄積容量の変動が発生しやすい
。
【０２１７】
　また、上記構成によれば、いわゆるステップ－アンド－リピート露光を行う際のブロッ
ク別れの発生を低減することができる。
【０２１８】
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　（カラーフィルター）
　つぎに、前記第１基板２２と前記第２基板２４とを貼り合せた際の、位置関係について
、カラーフィルター８０の配置を中心に示した図に基づいて、さらに説明する。
【０２１９】
　図１０及び図１１は、カラーフィルター８０等の配置を示す図であり、第１基板２２と
第２基板２４とを貼り合せた状態における絵素電極６０の位置などを示している。
【０２２０】
　前記図１０に示すように、本発明の実施の形態における前記第２基板２４上には、前記
第１基板２２に設けられた各絵素電極６０に対応する位置にカラーフィルター８０（赤色
カラーフィルター８２・緑色カラーフィルター８４・青色カラーフィルター８６）が設け
られている。
【０２２１】
　そして、上記各色のカラーフィルター８０は、前記映像信号線の延伸方向である前記縦
方向Ｙにおいて隣接する絵素電極６０に対応するカラーフィルター８０ごとに異なってい
る。すなわち、前記図１０に示す例では、緑色カラーフィルター８４・青色カラーフィル
ター８６・赤色カラーフィルター８２の順で異なる色のカラーフィルター８０が配置され
ている。
【０２２２】
　そして、例えば図１０に示すように、前記異なる色のカラーフィルター８０は、互いに
接触しないように形成されている。そのため、前記異なる色のカラーフィルター８０の境
界領域Ｒ１に一定の空隙が生じる。
【０２２３】
　そして、上記各カラーフィルター８０の境界領域Ｒ１には、その境界領域Ｒ１を覆うよ
うにブラックマトリクス８８が配置されている。
【０２２４】
　（ブラックマトリクスと蓄積容量線）
　そして、例えば前記実施の形態１の液晶表示装置１０においては、先にも前記図１及び
図２に基づいて触れた通り、前記第１基板２２に形成された前記蓄積容量線３６は、平面
視において、前記ブラックマトリクス８８と、少なくとその一部分が重なっている。
【０２２５】
　（カラーフィルターの境界領域と絵素電極の境界領域）
　また、例えば前記実施の形態１の液晶表示装置１０においては、前記図２及び図１０に
示しように、カラーフィルター８０の境界領域Ｒ１と、前記映像信号線３５の延伸方向に
おいて隣接する絵素電極６０の境界領域Ｒ２とが、平面視において、少なくともその一部
分が重なっている。
【０２２６】
　（カラーフィルター同士の重なり）
　なお、カラーフィルター８０の配置は、上記図１０に示す配置には限定されず、他の配
置とすることもできる。
【０２２７】
　具体的には、例えば、図１１に示すように、前記異なる色のカラーフィルター８０の境
界領域Ｒ１において、一方のカラーフィルターに他方のカラーフィルターが重なるように
配置することもできる。
【０２２８】
　ここで、異なる色のカラーフィルター８０の境界領域において、異なる色のカラーフィ
ルター８０が互いに接触しない構成では、カラーフィルターの色境界で、異なる色同士は
離間している。したがって、異なる色同士が重なる部分で、カラーフィルターが第１基板
に向かって盛り上がることを回避することができ、導電性異物が液晶層に混入していた場
合や、表示装置の表示面を指で押した場合であっても、前記絵素電極と前記共通電極との
リークの発生を抑制することができる。



(25) JP 5290273 B2 2013.9.18

10

20

30

40

50

【０２２９】
　また、カラーフィルターの色境界部では、カラーフィルターの膜厚分だけ液晶層の厚さ
が大きくなるが、前記の構成によれば、液晶層の厚さが大きくなる境界領域と、絵素電極
の境界部すなわち、絵素電極の無い領域とが、平面視において、少なくとも一部分が重な
っている。そのため、前記液晶容量が低下することを抑制でき、さらに前記第１基板と第
２基板を貼り合わせる際に位置ずれが生じた場合であっても、大きな液晶容量を確保しや
すいので、前記寄生容量（Ｃｇｄ）の表示品位などに対する影響を低減させることができ
る。
【０２３０】
　さらに、共通電極９０を、先に説明したブラックマトリクス８８と、カラーフィルター
の離間部において接触させることができ、この共通電極９０との接触面におけるブラック
マトリクスが、特に金属層である場合には、共通電極９０の抵抗を低減できるため、前記
共通電極９０における信号遅延を緩和することが可能になる。すなわち、より確実に所望
の電圧を液晶に印加することができる。
【０２３１】
　他方、異なる色のカラーフィルター８０の境界領域において、一方のカラーフィルター
８０に他方のカラーフィルター８０が重なる構成では、異なる色のカラーフィルターが重
なっているので、液晶層の厚さが大きくなる領域が形成されず、前記液晶容量が低下する
ことをより確実に抑制できる。また、カラーフィルターの色境界部では、カラーフィルタ
ーが第１の基板に向かって盛り上がるが、絵素電極の境界部すなわち、絵素電極の無い領
域と、平面視において、少なくとも一部分が重なっているので、異物の混入による導電性
異物が液晶層に混入していた場合や、表示装置の表示面を指で押した場合であっても前記
絵素電極と前記共通電極とのリークの発生を抑制することができる。
【０２３２】
　上記構成は、表示装置の表示面に触れることで外部からの情報を入力が可能となる機器
、例えばタッチパネルや光センサーなどの備えた機器において、好ましい構成である。な
お、タッチパネルや光センサーなどは、表示装置の表示面だけでなく、背面に配置されて
いたり、あるいは、第１基板上に形成されていても良い。
【０２３３】
　なお、本発明の液晶表示装置１０の構成は、上記説明に限定されるものではない。
【０２３４】
　例えば、上記の説明においては、カラーフィルター８０が３色の構成である場合につい
て説明したが、かかる色の数は３色に限定されず、例えば、４色以上とすることもできる
。
【０２３５】
　例えばスクエアドットを確保した場合、色数が多いほど、横長の絵素になり、前記寄生
容量の総和（Ｃｐｉｘ）に対する寄生容量（Ｃｇｄ）はより大きくなる。したがって、か
かる構成では、本発明による寄生容量（Ｃｇｄ）の低減効果がより顕著になる。
【０２３６】
　また、先に説明したカラーフィルター８０が横ストライプ形状である場合には、例えば
デジタル画像のデータ加工において、消費メモリを低減することが可能になる。
【０２３７】
　また、前記走査信号線３２方向に隣接するカラーフィルター８０同士が異なる色である
場合には、自然画の表示においてより滑らかな表示を実現することが可能になる。
【０２３８】
　また、先記のように、絵素電極６０がステップ＆リピートの露光装置を用いてパターニ
ングされる場合、本発明の構成によれば、いわゆるブロック分かれの発生を抑制すること
ができる。
【０２３９】
　また、絵素電極は透明電極だけで形成された構成に限定はされない。例えば、透明電極



(26) JP 5290273 B2 2013.9.18

上の一部に反射膜が形成された、反射・透過両用型の表示装置であってもよい。
【０２４０】
　なお、本発明は前記した各実施の形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲
で種々の変更が可能であり、異なる実施の形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組
み合わせて得られる実施の形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０２４１】
　特に携帯電話、ＰＤＡ、パーソナルナビ、携帯ゲーム機等の比較的小型であって、低消
費電力かつ高い表示品位が望まれる液晶表示装置において、好適に利用可能である。

【図１】 【図２】

【図３】
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